
付知中学校の沿革

慶応元年　護山神社社人田口氏宅にて私塾護山塾を開設

明治５年　本町三番地所宇田尻に「発蒙舎」を開校 

　　　７年　学区制の改正により、上付知 102 番地発蒙義校、
　　　　　　 中付知 103 番訓蒙義校、下付知104 番教育義校。
　　　　　   川東 105番勧善義校となる。

　　　２年　東濃地区道徳研究集会実施

　　　９年　発蒙を北小学校、教育を南小学校、勧善を東小学校と改称する。 　　　３年　恵北地区教委指定道徳教育研究発表

　　19年　三つの学校に尋常科、簡易科が定められ尋常小学校と改称する。 　　　４年　技術科教室棟の新築工事起工

　　25年　三学校の簡易科を廃止にする。 　　　５年　技術科教室棟の竣工

　　26年　南尋常小学校に高等科を創設し、南尋常高等小学校と改称する。 　　　６年　県福祉協力推進校の指定を受ける。（３年間継続）

　　33年　小学校尋常科が義務教育となり授業料が撤廃される。
　　　　　　 南尋常高等小学校、北尋常小学校、東尋常小学校が合併し、
　　　　　   付知尋常高等小学校と改称する。

　　　７年　恵北地区教委研究指定を受ける。

　　35年　付知尋常高等小学校（現付知申の位置）を新築する。 　　　８年　恵北地区教委指定研究発表

　　39年　中舎１棟を竣工する。

　　　41年　付知尋常高等小学校南舎完成

　　　43年　東分教場が設置される。

　　　45年　東分教場の新校舎竣工４学年までとなる。 　　　10年　運動場拡張・防球ネット、学校園工事完成する。

犬正５年　浦分教場を大起に新築、北分教場と称する。 　　　11年　全教室に温風ヒータ一設置

　　　11年　付知町母の会発令式をおこなう。後保護者会へと移行する。 　　　12年　マレーシア研修実施

昭和 ５年　新校舎が落成。木造二階建、延 1368 ㎡、
　　　　　　   総工費 22.856 円 86 銭、味噌汁給食調理室完成

　　　13年　校舎大規模改修、子ども議会開始

　　　10年　耕道学園を建設する。 　　　14年　少年の主張大会開始

　　　11年　運動場拡張のため、北舎を中舎の西側に移築する。

　　　12年　付知国民学校と改称する。

　　　16年　集団疎開児童・名古屋千種小学校より 97 名来町

　　　19年　西舎が軍の倉庫となる。 　　　16年　市町村合併により中津川市立付知中学校となる。

　　　20年　付知中学校と改称

　　　22年　保護者会をＰＴＡと改組する。

　　　23年　第２校舎完成、木造平屋建て 382 ㎡ 　　　19年　中津川市教育委員会研究指定を受ける。

　　　33年　屋内体育館が完成（668 ㎡）事業費 7,442,300 円。 　　　20年　中津川市教育委員会研究指定発表

　　　36年　生徒の激増にともない、加子母北分教場を買収し第３校舎として
　　　　　　   移築する。
　　　　　　　(364 ㎡ 事業費 3,165 千円)

　　　21年　地デジ対応大型テレビ各教室配備

　　　38年　技術科校舎を新築し、金工、木工２教室(264 ㎡）とする。 　　　22年　第30回全国豊かな海づくり大会へ参加

　　　43年　給食センターを設置､完全給食となる。

　　　49年　中学校延設審議会が発足する。バレーコートが完成する。
　　　　　　　（延 1820 ㎡、総事業費 16, 084 千円｡）

　　　52年　中学校整備事業始まる。（52 年～ 55 年） 　　24年　ぎふ清流国体（レスリング競技）観戦

　　　53年　校舎改築事業が竣工（事業費 336 ､ 801 千円）

　　　54年　屋体便所、渡り廊下、外溝整備工事が竣工（事業費 939 万円）
　　　　　  　 屋内体育館の改修工事竣工（事業費 12 ､ 056 千円）

昭和57年　昭和 57、58 年度、文部省、県教委指定生徒指導
　　　　　　　 研究推進校となる。

　　26年　岐阜県小さな親切運動実行委員会より実行章を受ける。

　　　58年　文部省､県教委指定生徒指導研究発表 　　27年　中津川市教育委員会研究指定中間発表

　　　59年　育林作業開始 　　28年　中津川市教育委員会研究指定発表

　　　60年　運動場拡張工事着手 令和元年　オリンピック・パラリンピック教育推進指定

　　　61年　技術科室、屋根瓦修理工事、運動場拡張、土入れ整備
　　　　　　  工事完成。

　　 3年　タブレット端末・高速LAN整備

　　　62年　運動場南側防球ネット増設工事、バレーコート南側排水路工事

　　　18年　東濃地区人権同和教育会場校
　　　　　　　全校道徳授業公開

　　　23年　体力優良校表彰
　　　　　　　 岐阜県人権同和教育協議会よりひびきあい賞の表彰を受ける。

　　25年　岐阜県人権教育協議会よりひびきあい賞の表彰を受ける。
　　　　　岐阜県林業グループ連絡協議会より表彰を受ける。

平成元年　東濃地区道徳教育研究協議会、研究集会会場校となる。
　　　　　　　Ｂ＆Ｇ海洋センターが建設される。

　　　９年　屋内体育館建設に着工する。
　　　　　   屋内体育館完成する。（事業費 393 ､ 089 千円）
　　　　　   校訓制定

　　　15年　生徒自転車置場完成
　　　　　     恵北地区教育委員会研究指定発表
　　　　　     校内ＬＡＮ設置


